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§§§§8.38.38.38.3        水面に浮かぶ板の運動に関する水面に浮かぶ板の運動に関する水面に浮かぶ板の運動に関する水面に浮かぶ板の運動に関する HamiltonHamiltonHamiltonHamilton----KelvinKelvinKelvinKelvinの原理の原理の原理の原理[8.1,2][8.1,2][8.1,2][8.1,2]    

  図 8.3.1に座標系 ),,( zyxO その他を示す。板の境界 ∑
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Γ=Γ
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はすべて力学

的境界よりなるものとし，境界には外力が働いていないものとする。また，

水の密度を ρとする。 
 

 
図 8.3.1  水面に浮かぶ板 

 
  この場合の運動方程式は，以下の（8.3.1)式と（8.3.2)式で与えられる。 
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板の運動学的条件 ][ plateK  
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水の運動学的条件 ][ waterK  
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速度は等しい。また，力学的条件の内，（8.3.1e)式と（8.3.1f)式は補助的な
条件で，単に yx QQ , の定義を与えているに過ぎない。 
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したがって，（8.3.1)式と（8.3.2)式で与えられる境界値問題は，変分問題 
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と等しい。（8.3.3)式より，この変分問題の自然条件は，力学的条件

][][][ waterplate MMM += である。この変分問題のことを，Hamilton-Kelvin
の原理と呼ぶことにする。 


